
沿革
1953年	 マスプロ技研工業を創立。
1955年		 昭和電機工業株式会社を設立。
1961年	 マスプロ電工株式会社と社名を変更。
1966年	 本社を愛知郡日進町（現	日進市）に移転。
1973年	 72年度売上高61.5億円。業界で第1位になる。
1989年		 中国天安門事件で、中国中央電視台の衛星テレビをマスプロ

電工の本社にある衛星アンテナで	受信し、NHK様へ提供。
2002年	 新本社ビルが竣工。新マスプロ美術館を開館。

　今や、企業の共通言語となりつつあるＳＤＧｓ。とりわけ、電設資材メーカーとの親和性は高く、2030年までに達成するこ
とを目指すSＤＧｓ17目標のうち「07：エネルギーをみんなにそしてクリーンに」「08：働きがいも経済成長も」「09：産業と技
術革新の基盤をつくる」「11：住み続けられるまちづくりを」「12：つくる責任	つかう責任」「13：気候変動に具体的な対策を」
などは、電設資材メーカーの企業活動そのものとも言えます。
　そこで、全日電材連賛助会員の電設資材メーカー各社を順番に訪問し、その先進的な取り組みをご紹介します。

持続可能 な未 来への道

マスプロ電工株式会社Vol.11

の取組みメーカー各社

本 社 所 在 地
創 　 　 　 立
設 立
代表取締役社長
従 業 員 数

事 業 内 容

Ｈ Ｐ

：
：
：
：
：

：

：

愛知県日進市浅田町上納 80番地
1953年（昭和 28年）
1955年（昭和 30年）
端山	佳誠
513名（男性 409名・女性	104 名）
※ 2024年 3月31日現在
製造・販売・工事
TV受信機器・TVアンテナ、衛星受信・通
信機器、放送中継機器、セキュリティー機器、
IoTソリューション機器、CATV機器・工事
https://www.maspro.co.jp/

マスプロ電工株式会社
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第
11
回
の
訪
問
メ
ー
カ
ー
様
は
、愛

知
県
日
進
市
に
本
社
を
置
く
マ
ス
プ
ロ

電
工
株
式
会
社
様
。

　
テ
レ
ビ
受
信
機
器
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
メ
ー
カ
ー
様
で
す
が
、近
年
は
、長

年
の
テ
レ
ビ
受
信
機
器
開
発
で
培
っ

た
ア
ン
テ
ナ
技
術
と
高
周
波
技
術

を
応
用
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
機
器
、

I
o
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
機
器
を
加
え

た
3
つ
の
柱
で
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

原
田
義
弘
専
務
取
締
役
企
画
管
理

本
部
長
財
務
責
任
者
、近
藤
真
人
取
締

役
技
術
本
部
長
兼
品
質
保
証
部
長
、櫻

井
雄
介
経
営
企
画
部
長
兼
広
報
統
括

の
3
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

全てのステークホルダーから
信頼される会社となり、
社会貢献できること

櫻井雄介櫻井雄介
経営企画部長兼広報統括経営企画部長兼広報統括

原田義弘専務取締役原田義弘専務取締役
企画管理本部長財務責任者企画管理本部長財務責任者

近藤真人取締役近藤真人取締役
技術本部長兼品質保証部長技術本部長兼品質保証部長
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編
集
部　
2
0
2
3
年
に
創
業
70
周

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。近
年
注

力
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

櫻
井　
２
０
１
１
年
の
地
デ
ジ
化
で
テ

レ
ビ
受
信
機
器
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮

小
し
た
の
を
契
機
に
、第
２
、第
３

の
柱
と
し
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
Ｉｏ

Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
機
器
の
開
発
を

開
始
し
、徐
々
に
事
業
領
域
を
広

げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

中
で
も
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
機
器

は
、首
都
圏
な
ど
で
の
強
盗
事
件

多
発
に
よ
る
防
犯
意
識
の
高
ま
り

を
う
け
、需
要
が
急
増
し
、電
源
を

つ
け
て
す
ぐ
映
像
が
映
る
ワ
イ
ヤ

レ
ス
カ
メ
ラ
シ
リ
ー
ズ
が
好
評
を
博

し
て
い
ま
す
。

　
　

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
は
複
数
の
タ
グ
を
非
接

触
で
瞬
時
に
読
み
取
れ
る
た
め
、各

方
面
に
お
い
て
、業
務
時
間
短
縮
が

期
待
で
き
る
と
し
て
、注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
目
標

編
集
部　
2
0
3
0
年
の
S
D
Gｓ

達
成
目
標
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。

近
藤　
当
社
で
は
、こ
れ
ま
で
、次
の

通
り
、環
境
に
対
す
る
取
組
み
を

行
って
い
ま
す
。

▼
１
９
９
９
年 

９
月 

：
I
S
O
９
０
０

１
認
証
の
取
得

▼
２
０
０
５
年 

：
業
界
で
い
ち
早
く
欧

州
の
R
o
H
S 

指
令
に
対
応
し
た
製

品
開
発
に
着
手

▼
２
０
０
５
年 

：
マ
ス
プ
ロ 

グ
リ
ー
ン

調
達
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
し
展
開

▼
２
０
０
６
年 

２
月 

：
I
S
O
１
４
０

０
０
認
証
の
取
得

▼
２
０
０
６
年 

：
一
般
社
団
法
人
家
電

製
品
協
会
に
よ
る「
家
電
製
品 

製
品

ア
セ
ス
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
第
4 

版
）に
基
づ
い
た
製
品
の
環
境
配
慮
設

計
を
推
進

▼
２
０
１
２
年 

：「
あ
い
ち
C
O
2 

削
減

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
２
０
２
０
」に
参
画
。

▼
２
０
１
６
年
11
月 

：「
あ
い
ち
C
O
2 

削
減
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
２
０
２
０
」の
ト

リ
プ
ル
･
ス
タ
ー
認
定
事
業
者
に
認

定
▼
２
０
２
３
年 

７
月 

：
引
き
続
き
、「
あ

い
ち
C
O
2 

削
減
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
２
０

３
０
」に
参
画

▼
２
０
２
３
年
１
２
月 

：「
あ
い
ち

C
O
2 

削
減
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
２
０
３

０
」の
ダ
ブ
ル
･
ス
タ
ー
認
定
事
業
者

に
認
定

▼
２
０
２
４
年 

：「
あ
い
ち
C
O
2 

削
減

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
２
０
３
０
」が
終
了

し
、新
た
な
制
度
と
し
て
開
始
さ
れ

た「
あ
い
ち
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
」に
賛
同
し
参
画
、現
在
、

継
続
中

　
　

数
値
目
標
と
し
て
は
、２
０
３
０

年
に
2
0
2
0
年
比
で
15
％
以
上

の
C
O
2
削
減
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み
事
例

編
集
部　
で
は
、目
標
達
成
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
環
境
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

近
藤　
一
般
的
な
こ
と
が
多
い
で
す

が
、照
明
器
具
の
L
E
D
化
、エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
、低
燃
費
車
へ
の

切
替
、環
境
に
配
慮
し
た
製
品
の

設
計
・
開
発
・
製
造
、リ
サ
イ
ク
ル
の

促
進
等
多
方
面
に
お
い
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

編
集
部　
環
境
面
以
外
の
取
組
み
に

つい
て
は
い
か
が
で
す
か
。

原
田　
当
社
で
は
、従
業
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
価
値
観
に
基
づ
く
理
想
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
追
求
し
、

各
々
の
生
活（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
）を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
、職
場
で
の
生
産

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、育
児
・
介
護
支

援
、女
性
活
躍
の
推
進
に
関
し
て
、
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か
ね
て
よ
り
制
度
の
整
備
・
充
実
を

進
め
て
い
ま
す
。

編
集
部　
具
体
的
に
は
、ど
の
よ
う
な

取
組
み
な
の
で
し
ょ
う
か
。

原
田　
年
度
初
め
に
10
日
の
有
給
休

暇
を
事
前
登
録
、コ
ア
タ
イ
ム
な
し

の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
、法
廷

を
上
回
る
育
児
短
時
間
勤
務
制
度

（
小
学
校
6
年
生
ま
で
利
用
可
）、

毎
週
水
曜
日
の
ノ
ー
残
業
デ
ー（
本

社
）、男
性
労
働
者
を
含
め
た
各
種

育
児・介
護
支
援
制
度
な
ど
で
す
。

編
集
部　
現
状
、ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

原
田　
女
性
社
員
の
育
児
休
業
取
得

率
は
も
ち
ろ
ん
1
0
0
％
で
す
が
、

男
性
社
員
の
育
児
休
業
取
得
率
も

2
0
2
3
年
度
は
92
．9
％
と
ほ
ぼ

1
0
0
％
に
近
く
な
り
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、一
般
職
女
性
社
員
の
総
合

職
へ
の
転
換
制
度
を
2
0
1
8
年

に
設
け
、現
在
ま
で
に
15
名
の
方
が

総
合
職
に
転
換
し
て
い
ま
す
。

　
　

外
部
評
価
と
し
て
は
、あ
い
ち
女

性
輝
き
カ
ン
パ
ニ
ー
、プ
ラ
チ
ナ
く

る
み
ん
、フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
企
業

（
愛
知
県
）の
認
定
を
受
け
て
い
ま

す
。

編
集
部　
健
康
経
営
に
も
力
を
入
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

原
田　
当
社
に
は「
健
全
な
心
と
健

康
で
あ
る
こ
と
が
人
生
で
最
も
重

要
」と
い
う
経
営
理
念
が
あ
り
ま

し
て
、創
業
以
来
、従
業
員
の
健
康

保
持・増
進
活
動
に
は
特
に
注
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
健
康
経

営
優
良
法
人
2
0
2
4（
大
規
模

法
人
部
門
）」に
も
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、次
の
観
点
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

①	

疾
病
予
防
へ
の
取
組
み
…
…
50
歳

以
上
の
全
従
業
員
に
対
し
、定
期

健
康
診
断
に
お
い
て
会
社
負
担
に

よ
る
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
を
実
施

す
る
な
ど

②	

健
康
増
進
へ
の
取
組
み
…
…
運
動

機
会
の
提
供
と
し
て
、毎
朝
ラ
ジ
オ

体
操
を
実
施
、本
社
社
屋
で
の
全

面
禁
煙
実
施
な
ど

③	

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
の
取
組
み
…

…
ス
ト
レ
ス
調
査
の
実
施
、メ
ン
タ
ル

ヘル
ス
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど

④	

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

⑤	

労
働
安
全
衛
生
…
…
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
、交
通
安
全
教
育
な
ど

⑥	

健
康
経
営
の
目
標
値
設
定
の
取
組

み
…
…
経
営
上
の
課
題
に
対
し
て

K
P
I（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

を
設
定
し
、健
康
経
営
に
よ
る
効

果
を
測
定

編
集
部　
非
常
に
充
実
し
た
取
り
組

み
を
実
施
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
ね
。

原
田　
近
年
は
、公
益
通
報
窓
口（
社

内
2
、社
外
1
）の
設
置
な
ど
、※
人

権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジェン
ス
に
も
注
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
…
…
企
業
の

事
業
及
び
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
人
権
へ
の
負
の
影
響
を
防
止
・
軽
減
、

是
正・救
済
す
る
取
組
み

■
商
品
面
で
の
取
組
み

編
集
部　
で
は
、商
品
面
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
組
み
を
教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

櫻
井　
当
社
で
は
、近
年
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
商

材
と
し
て
、「
安
心
・
安
全
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
」商
品
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
順
次
拡
大
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
　
「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
カ
メ
ラ
セ
ッ
ト
」は
、

昨
今
多
発
し
て
い
る
、空
き
巣
や
強

盗
事
件
に
対
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
強
化
と
い
う
点
で
、防
災
対
策
の

観
点
か
ら
は
、「
ポ
ー
タ
ブ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
」が
お
す
す
め
で
す
。こ
ち
ら

は
、（
一社
）防
災
安
全
協
会
よ
り
防

災
製
品
等
推
奨
品
に
認
証
さ
れ
て

い
ま
す
。

編
集
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
商
材
を
拡
販
す

る
た
め
の
電
材
卸
会
社
へ
の
要
望
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は
。

櫻
井　
「
ポ
ー
タ
ブ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
」に

関
し
て
、当
社
と
し
て
は
、適
切
な

リ
サ
イ
ク
ル
・
廃
棄
を
行
う
た
め
、

（
一
社
）ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
池
リ
サ

イ
ク
ル
協
会
の
方
針
に
従
い
、リ
サ

イ
ク
ル
の
更
な
る
推
進
に
向
け
た

廃
棄
方
法
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、電
池
容
量
の
小
さ

い
製
品
は
自
治
体
の
ル
ー
ル
に
従
い

廃
棄
、電
池
容
量
の
大
き
い
製
品
は

同
梱
さ
れ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー

ル
を
貼
っ
て
同
協
会
に
送
付
し
て

頂
く
。販
売
だ
け
で
な
く
、使
い
終

わ
っ
た
後
ま
で
し
っ
か
り
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
く
こ
と
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
商
材

を
販
売
す
る
メ
ー
カ
ー
の
使
命
で

す
。電
材
卸
会
社
様
に
は
、そ
の一

連
の
流
れ
を
お
客
様
に
周
知
す
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み

　
展
望
と
課
題

編
集
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み
に
つ
い

て
、展
望
と
課
題
が
あ
れ
ば
、お
聞

か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

原
田　
当
社
は
、全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
か
ら
信
頼
さ
れ
る
会
社
と

な
り
、社
会
貢
献
で
き
る
こ
と
を

経
営
の
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
方
針
の
も
と
、「
多
様
な
働
き

方
」や「
健
康
経
営
」、「
安
心・安
全

な
社
会
の
実
現
」に
向
け
た
取
組

み
を
行
って
い
ま
す
。

　
　

今
後
は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
―

（
持
続
可
能
性
）の
実
現
に
向
け

て
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
が

相
互
に
連
携
し
た
取
組
み
を
強
化

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

課
題
と
し
て
は
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
温
室
効
果
ガ
ス

（
G
H
G
）排
出
量「
ス
コ
ー
プ
1.2
」

の
算
定
を
す
る
と
と
も
に
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
対
す
る「
ス
コ
ー
プ

3
」の
算
定
を
し
、具
体
的
な
Ｇ
Ｈ

Ｇ
排
出
量
削
減
目
標
を
設
定
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

今
後
も
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
般
で
環
境
負
荷
低
減
に
配
慮
し

た
設
計
を
行
って
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ロダン「考える人」
「よい製品は、良い考えの中から生
まれる」という理念の実現を願い、
本社前庭に飾るロダン作「考える人」。
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「ワイヤレスカメラセット」
⃝主な特長
・電源を入れるだけで、カメラの映像をモニ
ターへ表示
・約300万画素の高画質撮影
・センサーライト機能で不審者を威嚇
・カメラとモニターで通話可能
・カメラのスピーカーでの警告音機能

・モニターもアンテナ延長が可能
・最大４台まで同時撮影可能
・すぐ確認できる、専用モニター
・選べる2種類のモニター（10.1インチ光沢
液晶または7インチノングレア液晶）
・夜間・暗所の撮影に対応（赤外線撮影対応
カメラ）
・スマホで確認・お知らせ
・microSDカード/外付けハードディスクへ
の録画機能
・HDMIミニケーブルで外部モニターへ表示
・ズーム表示機能
・高性能アンテナ

「ワイヤレスカメラセット」「ポータブルバッテリー」

「ポータブルバッテリー　TLB175TG/TLB330TG」
⃝主な特長
・安全性の高いリン酸鉄リチウムイオン電池を採用
・3WAY電源対応（ACコンセント、USB端子、アクセサリーソケット）
・いざという時にも役に立つ「防災製品等推奨品」
・本体天面にかんたんユーザーガイドを表示
・分かりやすい日本語表記のパネル
・スマートフォンやタブレットで操作が可能
・ライト機能搭載(TLB175TGのみ)

TLB175TG TLB330TG

WC3A10ML

WC3A7ML

WC3A7M

WC3A10M

WC3A10ML
WC3A7ML
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1964.2
世界で初めて、塗装したカラーアンテナを発売、大ヒ
ットに。屋根の上にあるカラーアンテナは、高嶺の花
だったカラーテレビがある家庭の目印になりました。

1961.10
UHFコンバーターを開発。月10万台以上を製造。

1992.4
世界で初めて、CD-iの再生もできる音声ガイド付GPS
カーナビ「ナビゲーター」を開発。

2017.9
屋根に設置して
も住宅の美観を
損ねない、ポール
型地デジアンテナ
「UNICORN」を
開発。

会社
のお宝
ご紹介

2012.9
家庭用のホームセキュリティー機器「カメラ付お留守
番チェッカー」

歴代ヒット商品
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